
 

くさんの企画を体験しました。 

３．初心者船釣教室開催される                －県遊漁船業協会－

 県遊漁船業協会は、7月31日由比港地先において、初心者船釣教室(マアジ釣)を開催し

ました。この教室は、船釣に対する関心を高め、新たな利用者の開拓を図るとともに、

水産資源の保護培養と海の環境保全、更には海の利用に対する認識の高揚を図ることを

協会加入の由比港漁協10隻の協力を得て、開催しました。 

 にじます祭の開催を記念して県信漁連富士養鱒支所では、特別企画として特別定期預

金「ウルトラレインボーⅧ」の取扱いを次のとおり行っています。 

▽取扱期間(限定)：平成17年8月31日(水)  

▽内容：優遇金利(店頭表示金利に最大0.5％を上乗せ)1年もの定期預金  

▽取扱機関・問合せ先：県信漁連富士養鱒支所 富士宮市淀師413-5 富士養鱒漁協内

TEL:0544-26-4167  
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から約100名(小学生から72歳)が参加し、釣道具の取扱い方や船上の注意

けた後、10隻の遊漁船に乗り込み由比沖で遊漁船業者の指導のもと約3

アジなどの釣を体験しました。 

4回石油部会開催される 

去る7月29日、2005年度第4回石油部会を開催し、最近の石油情勢並びに

価格の改定(値上げ)を報告・協議しました。 

：国際原油市況についてはWTIにおいて米国への熱帯低気圧による供給懸

また、同漁協では虹鱒養殖に不可欠な水資源を守るため、漁民の森づくり推進事業の

一環として「にじますの森づくり活動」(下草刈り)を9月13日、20日に行いますので、参

加協力をお願いします。 

６．諸会議日程(8月9日(火)～8月22日(月))             －既報分省略－

8月18日(木) 県漁連＝県密漁防止対策協議会・幹事会 (県水産会館) 

－訂正－ 本紙第1153号(7/29付)に掲載しました人事異動内示の業務担当参事兼販売部

長を業務担当参事と掲載しましたのでお詫びして訂正します。 
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１．平成17年度天草共販第3回入札会開催される 

 本会では、去る7月27日天草事業の第3回入札会を賀茂出張所において開催し、入札結

果は次のとおりです。 

▽数量：15,982kg(641本) ▽取扱金額：36,940千円 ▽平均単価：23,113円(10kg当た

り) ▽最高入札額：生産地＝八木沢・銘柄＝トラ 29,000円(10kg当たり) 

 この結果、第3回までの取扱累計は47,447kg、1,900本(前年比26,657kg、1066本増)、

取扱金額91,329千円(同58,335千円増)、平均単価19,248円(同3,379円高)となりました。

２．夏休み親子おさかな体験教室開催される       －県おさかな普及協議会－

 県おさかな普及協議会は、7月29日小川漁協・魚市場を中心会場として、「夏休み親子

おさかな体験教室」を開催しました。 

 この教室は当協会の食育の推進(漁体感事業)＜県補助金事業＞として、県民に漁港へ

水揚げされる水産物の新鮮さや美味しさを実感してもらうとともに、その利用促進や消

費拡大を図ることを目的に開催しているものです。 

 当日は、裾野市、磐田市などから一般公募で選ばれた親子10組(子供は小学生が対象)30

名が、遊漁船に乗り込み、焼津和田浜沖に設置された定置網の網起しの様子を洋上から

見学し、魚市場では定置網で漁獲されたタイ・豆アジ・タチウオなどの水揚げ風景やセ

リの様子を興味深く見入っていました。 

 その後参加した親子は隣接する深層水ミュージアムへ行き、館長から深層水について

学び、普段は見ることができない取水・給水施設を見学した後、当日水揚されたアジを

食材とした下ろし方料理教室を県水産試験場の指導協力によりチャレンジしたほか、朝

食には、タチウオの煮付けやアジのお造り、塩焼きなどの魚料理を味わうなど、盛りだ

念等から7月上旬に61㌦/バーレル前後まで上昇した後、7月下旬には59㌦/バーレル前後

に下落したものの予断を許さない状況になっていることと、また、石油製品市況につい

てはシンガポールガスオイル市況において、7月上旬に73㌦/バーレル台と史上最高値を

記録し、その後、下旬には67㌦/バーレル前後に下落しましたが、予断を許さない状況と

なっています。 

 

▽国内石油情勢：元売り各社とも引き続き需要調整のために計画出荷を徹底しているこ

とや製品輸出を実施していることから、需給はタイトな状態が続いておりスポット市況

は高騰しています。このような中、国内石油元売り各社は6月(7月1日実施)、7月(8月1日

実施)に価格改定を行い、値上げを特約店に通知しています。 

 このような状況の中、JF全漁連は国内石油元売り各社からの強い値上げ要請を受けて

いること、海外石油製品市況の上昇によって輸入A重油がさらにコストアップしているこ

と、これ以上のコストアップ分の吸収が困難な状況であることを説明し、供給価格改定

(値上げ)の実施を上程し 、値上げ止むを得ずと了承され、8月5日出荷分より値上げが行

われます。 

５．「第17回にじます祭」富士山と水の都の祭典 開催のお知らせ  

 にじます祭実行委員会(富士養鱒漁協、県水試富士養鱒場、富士宮市)では、来る8月20

日(土)10：00～15：00に「第17回にじます祭」を、県水産試験場富士養鱒場及び猪之頭

公園内(当日は入園無料)において開催しますのでお知らせします。 

 当日会場では、にじます釣り・つかみ取り、新商品(焼きます寿司、ます蒲焼寿司)の

発表・即売会、漁協婦人の会や青年部によるニジマス加工品の試食・販売、富士宮市内

専門店業者による郷土特産品の即売会などが予定されています。 

 また、アトラクションでは、陣馬の滝太鼓、スタンプラリー(参加者全員に商品あり)、

竹とんぼ工作教室(先着200名)、が開催され、釣ったりつかみ取りした新鮮なにじますを

その場で炭火焼きするバーベキューコーナーも設置され、盛りだくさんの催し物が予定

されています。 


